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配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

　

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
来
年
４
月
に
入
校

平
成
31
年
度
訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す
。

１
・
配
偶
者
控
除

　

申
告
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
控
除
額
に
つ
い
て
、
改
正
前
は
一
律
38
万

円
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
、
申
告
者
本

人
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
、
①
９
０
０
万
円
以

下
の
場
合
は
38
万
円
（
48
万
円
）、
②
９
０
０
万
円

超
９
５
０
万
円
以
下
の
場
合
は
26
万
円
（
32
万
円
）、

③
９
５
０
万
円
超
１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は

13
万
円
（
16
万
円
）
と
さ
れ
ま
し
た
（
※
）。

　

※（　

）内
の
金
額
は
、老
人
控
除
対
象
配
偶
者（
控

除
対
象
配
偶
者
の
う
ち
、
12
月
31
日
現
在
の
年
齢
が

70
歳
以
上
の
者
を
い
い
ま
す
。）
の
場
合
と
な
り
ま

す
。

す
る
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
技
能
職
人
に
必
要

な
知
識
を
専
門
の
講
師
に
、
技
能
を
経
験
豊
か
な

職
業
訓
練
指
導
員
か
ら
学
び
、
即
戦
力
と
な
る
技

能
士
に
育
て
上
げ
て
修
行
さ
せ
ま
す
。

【
普
通
課
程
募
集
科
】

①
建
築
施
工
系
木
造
建
築
科
②
木
材
加
工
系
木
工

科
③
建
築
仕
上
系
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
④
塗
装

系
建
築
塗
装
科
⑤
設
備
施
工
系
配
管
科
（
各
科
）

10
人
（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
】　

10
人
（
最
少
開
講
人
数

５
人
）

【
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
】　

５
人
（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

▽
募
集
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
平
成
31
年
１

月
31
日
（
木
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
佐
久
高
等
職
業
訓

練
校
（
０
２
６
７
・
６
２
・
２
２
７
６
）。

▽
日
時　

１
月
７
日
（
月
）、
８
日
（
火
）

▽
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所　

小
諸
商
工
会
議
所
３
階
研
修
室

▽
相
談
料　

無
料

▽
持
ち
物　

源
泉
徴
収
簿
、
給
与
台
帳
、
７
月
10
日

ま
で
に
納
め
た
源
泉
税
納
付
書
（
必
ず
持
参
）、
扶

養
控
除
等
（
異
動
）
及
び
保
険
料
控
除
の
申
告
書
と

配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
、
保
険
料
の
証
明
書
、
印

鑑
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）（
個
人
用
）

　

問
い
合
わ
せ
は
当
所
（
０
２
６
７
・
２
２
・
３
３

５
５
）
へ
。

年
末
調
整
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

▽
日
時　

２
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
午
後
５

時
半

▽
会
場　

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
）

▽
定
員　

30
人
（
事
前
申
込
受
付
）

▽
参
加
費　

無
料

・
セ
ミ
ナ
ー
「
人
材
育
成
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向

け
て
」

・
公
的
支
援
制
度
の
ご
紹
介
と
活
用
の
ご
提
案

・
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

長
野
）
の
視
察　

・
よ
ろ
ず
相
談
会
（
事
前
申
込
み
必
要
）　

　

問
合
せ
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
訓
練
課

（
０
２
６
・
２
４
３
・
７
８
０
５
）。

第
１
回
企
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

▽
テ
ー
マ　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
必
要
性

▽
講
師　

ア
ナ
ハ
イ
ム
代
表
取
締
役　

田
玉
治
實
氏

▽
日
時　

12
月
13
日
（
木
）
13
時
半
～
16
時
半

▽
会
場　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

▽
対
象
者　

事
業
主
か
ら
の
指
示
を
受
け
た
在
職
者

の
方

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

　

申
し
込
み
は
、ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
（
電
話
：

０
２
６
・
２
４
３
・
１
２
９
０
）。

基
礎
的
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

２
・
配
偶
者
特
別
控
除

　

配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
の
合
計

所
得
金
額
が
38
万
円
超
１
２
３
万
円
以
下
と
さ
れ
、

申
告
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額
に
よ
っ
て
も
控
除
額

が
異
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
№
１
１
９
５
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
配
偶
者
特
別
控

除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
佐
久
税
務
署
担
当
部
門

（
０
２
６
７
・
６
７
・
３
４
６
２
）。

▽
テ
ー
マ　

怒
り
の
対
処
―
よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ

く
り
―

労
務
管
理
改
善
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
ご
案
内

▽
講
師　

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
柏
原
吉
野
氏

▽
日
時　

12
月
17
日
（
月
）
13
時
半
～
15
時
半

▽
会
場　

上
田
合
同
庁
舎
６
階
講
堂

　

申
し
込
み
、問
合
せ
は
東
信
労
政
事
務
所
（
電
話
：

０
２
６
８
・
２
５
・
７
１
４
４
）。

　

今
年
５
月
以
降
、
雇
用
保
険
手
続
き
の
際
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
添
付
が
必
要
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
届
出

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届（
様
式
第
２
号
）

②
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届（
様
式
第
４
号
）

③
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・（
初

回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
（
様
式
第

33
号
の
３
）

④
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・（
初
回
）
育

児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
33
号
の
５
）

⑤
介
護
休
業
給
付
支
給
申
請
書（
様
式
第
33
号
の
６
）

■
個
人
番
号
登
録
・
変
更
届
の
添
付
が
必
要
な
届
出

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
未
届
の
者
に

係
る
届
出
等
で
あ
る
場
合
）

⑥
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届（
様
式
第
９
号
の
２
）

⑦
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
（
様
式
第
10
号
）

⑧
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
（
様
式
第
33

号
の
３
の
２
）

⑨
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
33
号
の

５
の
２
）

　

問
合
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
（
電
話

０
２
６
７
・
６
２
・
８
６
０
９
）

雇
用
保
険
手
続
き
に
つ
い
て
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　「信州の名工」ワタナベ瓦店　渡辺 猛夫 さん

　

今
年
度
の
卓
越
技
能
者
知
事
表
彰
「
信
州

の
名
工
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
思
い
が
け
な

い
受
章
で
す
が
、
今
後
の
仕
事
の
励
み
に
な

り
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
52
年
に
小
諸
商
業
高
校
を

卒
業
し
、
神
奈
川
県
の
建
材
店
に
就
職
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
が
運
ぶ
瓦
が
屋
根
に

な
っ
て
い
く
光
景
を
見
て
瓦
ぶ
き
職
人
に
憧

れ
、
生
ま
れ
故
郷
の
原
村
区
で
「
ワ
タ
ナ
ベ

瓦
店
」
を
開
業
。
以
来
35
年
間
、
こ
の
道
一

筋
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
私
が
力
を
入
れ
た
の
は
難
易
度
の

高
い
神
社
仏
閣
な
ど
の
瓦
ぶ
き
の
施
工
図
を

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
誰
が
作
業
を
し
て
も
統
一
感
が
あ
り
、

次
の
世
代
に
も
伝
え
や
す
い
工
夫
を
し
た
こ

と
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
が
現
在
ほ
ど
普
及
し
て

い
な
か
っ
た
当
時
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
表
計
算
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
試
行
錯
誤
。
独
自
の
施
工
図

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
メ
ー
カ

ー
側
で
も
作
成
し
て
普
及
が
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
技
術
の
継
承
を
進
め
て
い
く
で
も
有

ぶ
き
の
技
術
と
伝
統

 

絶
や
さ
ず
継
承
へ

瓦効な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

瓦
業
界
は
、
簡
単
に
並
べ
て
い
く
洋
瓦
の

普
及
が
進
み
、
１
４
０
０
年
も
の
歴
史
が
あ

る
和
瓦
と
の
需
要
比
率
が
逆
転
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

で
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
経
年

劣
化
し
た
瓦
ぶ
き
の
家
も
数
多
く
あ
っ
て
、

ル
の
伸
び
も
手
伝
っ
て
別
業
界
へ
の
事
業
転

換
を
進
め
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
私
が
開
業
し

た
当
時
と
比
べ
る
と
、
県
内
の
業
者
は
３
分

の
１
程
度
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
業
界
内
で
は
技
術
の
伝
承
も
大
き

な
課
題
で
す
。
神
社
仏
閣
や
豪
邸
の
よ
う
に

反
り
返
る
よ
う
な
屋
根
の
曲
線
に
も
、
正
確

な
寸
法
で
隙
間
な
く
並
べ
て
い
く
技
術
は
あ

ま
り
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
施
工
図
の
デ
ー
タ

化
は
、
何
年
に
一
度
の
仕
事
で
も
勘
に
頼
ら

ず
に
正
確
な
瓦
ぶ
き
が
行
え
ま
す
が
、
そ
れ

を
実
現
で
き
る
だ
け
の
職
人
技
術
の
継
承
も

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

瓦
の
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
も
多
様
化
し
て
き

ま
し
た
。
一
般
住
宅
の
構
造
自
体
も
変
化
し

て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
わ
せ

た
経
営
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

日
本
の
文
化
を
支
え
て
き
た
伝
統
の
瓦
ぶ
き

技
術
は
決
し
て
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
建
築
業

者
、
施
工
主
に
対
し
て
も
瓦
の
良
さ
を
提
案

し
な
が
ら
、
技
術
を
継
承
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
瓦
は
危
険
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

が
広
が
っ
て
し
ま
い
、
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
主
導
の
家
造
り
で
は
コ
ス
ト
削
減

の
対
象
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
流
れ
も
あ
っ
て
、
か
つ
て
の
純
粋
な
瓦

ぶ
き
職
人
や
事
業
所
は
、
鉄
板
製
品
も
含
め

た
「
屋
根
屋
」
に
な
り
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ

Voice to the future
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松
井
の
「
中
松
井
農
園
」（
稲

寺
融
代
表
）
直
売
所
の
隣
に
「
カ

フ
ェ
ラ
バ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

元
々
は
り
ん
ご
狩
り
客
の
休
憩

所
と
な
っ
て
い
た
空
き
施
設
を
、

料
理
好
き
な
代
表
の
妻
・
祐
子
さ

ん
が
客
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら

開
設
し
た
。

　

店
名
の
「
ラ
バ
ス
」
は
、
リ
ト

ア
ニ
ア
語
で
友
人
同
士
で
用
い
ら

れ
る
挨
拶
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
込

め
た
。

　

同
農
園
の
り
ん
ご
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
（
１
～
２
種
、
各
４
０
０

円
）
や
気
ま
ぐ
れ
ラ
ン
チ
（
メ
ー

ン
、
副
菜
、
サ
ラ
ダ
、
飲
み
物

付
き
千
円
）
を
提
供
し
て
い
る
。

ケ
ー
キ
と
飲
み
物
の
セ
ッ
ト
は

６
０
０
円
、
ラ
ン
チ
に
は
プ
ラ
ス

２
０
０
円
で
ケ
ー
キ
が
付
く
。

　
「
調
理
か
ら
接
客
ま
で
一
人
で

こ
な
す
た
め
お
待
た
せ
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
鮮
な
り
ん
ご

の
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

新
鮮
り
ん
ご
の
ス
イ
ー
ツ
提
供

    
　
　
　
　
　
　
　
カ
フ
ェ 

ラ
バ
ス

活力ある事業所情報

　

野
菜
販
売
の
「
グ
リ
ー
ン
ス
ー

パ
ー
」（
美
齊
津
俊
介
代
表
）
が
、

相
生
町
商
店
街
で
営
業
を
始
め

た
。
代
表
の
俊
介
さ
ん
と
、
弟
の

健
二
さ
ん
が
店
長
と
し
て
営
ん
で

い
る
。

　

２
年
前
か
ら
家
族
で
野
菜
作
り

を
始
め
、
レ
タ
ス
を
主
に
15
種
類

ほ
ど
を
出
荷
。
店
舗
で
は
農
場
で

採
れ
た
高
原
野
菜
を
は
じ
め
、
県

内
産
の
野
菜
を
中
心
に
扱
っ
て
い

る
。
こ
の
季
節
は
ハ
ク
サ
イ
や

サ
ツ
マ
イ
モ
も
お
す
す
め
と
い

う
。

　

店
頭
で
販
売
し
て
い
る
焼
い

も
（
小
さ
い
も
の
で
１
０
０
円

～
）
も
人
気
で
、
来
年
３
月
頃

ま
で
販
売
し
て
い
く
予
定
。

　

美
齊
津
代
表
は
、「
地
元
で

採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
是
非
食

べ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

相
生
町
で
採
れ
た
て
野
菜
を
販
売

　
　
　   

　
グ
リ
ー
ン
ス
ー
パ
ー

●小諸市相生町２- １-10　●ＴＥＬ：41-6535　●営業時間　10 時～ 18 時半　●日曜、祝日定休

●小諸市松井１- ２-10 中松井農園内　● TEL．０７０- ４１６７- ３５９４　●営業
時間　11 時～ 15 時（14 時 L.O）、18 時～ 21 時（夜のみ要予約、前日までに連絡）
●月、火曜定休（臨時休業あり）● URL:http//nakamatsui-farm.com
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相
生
町
の
ミ
ナ
ト
食
堂
（
原
健

一
代
表
）
が
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
提

供
を
始
め
た
。

　

料
理
の
食
材
と
し
て
鹿
肉
に
注

目
し
て
い
た
原
代
表
は
、
今
年
の

春
に
「
く
く
り
罠
」
の
免
許
を
取

得
。
地
元
で
獲
れ
た
食
材
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
メ
ニ
ュ
ー

化
し
た
。
既
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い

る
と
い
う
。

　

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、
鹿
肉

の
ロ
ー
ス
ト
（
１
２
０
０
円
）、

ピ
ン
チ
ュ
モ
ル
ノ
（
９
８
０
円
）、

シ
チ
ュ
ー
（
９
８
０
円
）。

　

鹿
肉
以
外
に
も
、
自
家
燻
製

ベ
ー
コ
ン
の
イ
ノ
シ
シ
と
豚
の

食
べ
比
べ
が
出
来
る
「
ジ
ビ
エ

コ
ー
ス
」（
３
５
０
０
円
～
）

も
あ
る
。

　

今
後
は
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ

た
ベ
ー
コ
ン
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
や

ベ
ー
コ
ン
ピ
ザ
の
提
供
を
予
定

し
て
い
る
。

　

原
代
表
は
、「
観
光
客
以
外

に
も
地
元
の
人
に
色
々
な
料
理

に
合
う
地
元
産
ジ
ビ
エ
を
是
非

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
忘
新

年
会
で
の
利
用
も
大
歓
迎
」
と

話
し
て
い
る
。

ジ
ビ
エ
料
理
が
人
気

　
　  

　
　
　
ミ
ナ
ト
食
堂

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

最
新
の
車
検
シ
ス
テ
ム
「
ク
リ

ア
ー
25
」
を
取
得
し
て
い
る
加

増
の
信
州
自
動
車
佐
久
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
神
谷
尋
文
セ
ン
タ
ー

長
）
の
、「
早
く
、
安
く
、
確
実

な
車
検
」
が
好
評
だ
。

　

同
車
検
シ
ス
テ
ム
は
通
常
の
預

り
車
検
と
は
異
な
り
、
立
会
い
形

式
で
マ
イ
カ
ー
の
車
検
作
業
の
様

子
す
べ
て
を
目
の
前
で
見
学
で
き

る
た
め
、
不
具
合
が
あ
れ
ば
交
換

や
修
理
な
ど
の
判
断
を
そ
の
場
で

相
談
で
き
る
。

　

１
台
の
車
に
つ
き
３
人
の

国
家
資
格
整
備
士
が
検
査
を

し
、
整
備
は
約
25
分
、
諸
手

続
き
を
含
め
約
２
時
間
で
そ

の
ま
ま
乗
車
し
て
帰
れ
る
の

も
魅
力
と
い
う
。
時
間
が
な

い
場
合
に
は
代
車
の
貸
出
に

も
対
応
し
て
い
る
。
同
車
検

シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
い
る

の
は
乗
用
車
の
み
だ
が
、
大

型
車
両
や
外
車
な
ど
の
一
般

車
検
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

立
ち
合
い
形
式
の
ス
ピ
ー
ド
車
検

　
信
州
自
動
車
佐
久
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●小諸市相生町２- ２-27　●ＴＥＬ：25- ２５７０　●営業時間：17:30 ～ 23:30（L.O）※金、土は 24:30(L.O)　●月曜定休

●小諸市加増３-12-17 ●ＴＥＬ：31- ０３５７　●営業時間　８時半～ 17 時半　●月曜、祝日、第２・第４日曜定休
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委員会活動から

東
信
３
商
工
会
議
所

共
済
担
当
者
が
視
察
研
修

　

小
諸
、
上
田
、
佐
久
の
東
信
３
商
の

共
済
担
当
者
は
、
11
月
５
日
～
７
日
の

３
日
間
で
福
島
、
山
形
方
面
へ
視
察
を

行
っ
た
。

　

初
日
は
、
会
津
若
松
市
で
開
い
た
全

国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
に
参
加
。

大
会
テ
ー
マ
「
観
光
地
か
ら
感
動
地
へ
」

の
も
と
、
観
光
振
興
の
取
り
組
み
や
地

方
都
市
の
観
光
創
造
に
向
け
た
講
演
を

聞
い
た
。

　

２
日
目
は
米
沢
商
工
会
議
所
を
訪
問
。

共
済
事
業
の
推
進
方
法
や
会
員
拡
大
推

進
、
事
業
所
数
減
少
対
策
、
地
域
資
源

開
発
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

当
所
振
興
委
員
会
は
11

月
５
日
、
上
田
商
工
会
議
所

振
興
委
員
と
合
同
で
開
催
し

た
。

　

振
興
委
員
は
、
小
規
模
事

業
者
と
経
営
指
導
員
の
間
に

あ
っ
て
、
地
区
や
業
界
、
新

規
取
引
先
な
ど
小
規
模
事
業

者
の
発
展
の
た
め
に
、
経
営

指
導
員
の
紹
介
や
経
営
指
導

員
に
連
絡
し
、
両
者
間
の
橋

渡
し
を
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　

当
日
は
、
会
場
と
な
っ
た

若
林
醸
造
の
杜
氏
・
若
林
真

小諸
上田振興委員が合同連絡会議

事業所と会議所のパイプ役

実
さ
ん
が
「
老
舗
酒
造
若
手

女
性
杜
氏
に
学
ぶ
日
本
酒
の

味
わ
い
方
～
伝
統
を
受
け

継
ぐ
と
い
う
こ
と
」
に
つ
い

て
講
演
。
県
内
に
お
け
る
業

界
の
現
況
や
日
本
酒
の
造
り

方
、
女
性
の
観
点
か
ら
捉
え

た
働
き
方
の
課
題
を
聞
い

た
。

　

連
絡
会
議
で
は
、
各
商
工

会
議
所
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
、
振
興
委
員
よ
り
地
域

で
の
近
況
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

会
員
企
業
の
総
務
担
当
者
ら
が
ケ
ー

ス
別
で
学
ぶ
「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

法
セ
ミ
ナ
ー
」
は
11
月
20
日
に
開
い
た
。

　

来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
働
き

方
改
革
関
連
法
」
の
３
項
目
に
つ
い
て

事
例
を
交
え
て
分
り
や
す
く
説
明
。
併

せ
て
年
末
に
増
え
る
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ

ハ
ラ
相
談
に
つ
い
て
も
防
止
策
を
細
か

く
指
導
し
た
。
年
末
年
始
は
酒
席
が
増

え
る
た
め
相
談
件
数
も
一
年
で
一
番
多

い
。
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
会
社

の
経
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
方
策
を
学

ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
施
行
を
前
に

　�

総
務
担
当
者
が
セ
ミ
ナ
ー
受
講

　佐久溶接協会（柳澤章会長）は 11 月５、６日の
２日間の日程でアーク溶接特別教育講習会を佐久高
等職業訓練校で実施し 14 事業所より 29 人が受講
した。
　１日目は、アーク溶接などに関する知識を中心に
学び、２日目は、作業方法を学んだ後、実技講習を
受け 29 人全員に修了書を交付した。

佐久溶接協会 アーク溶接特別教育講習会
29 人全員に修了書
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◆
観
光
委
員
会

11
月
14
日
（
水
）
午
後
13
時
30
分
～

・
講
演
会　

テ
ー
マ
「
蔵
人
体
験
事
業

　

の
今
後
の
計
画
」
に
つ
い
て

　

※
終
了
後
、
意
見
交
換
会

◆
工
業
委
員
会

11
月
14
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
～

・
ベ
ト
ナ
ム
視
察
報
告
に
つ
い
て

・
各
事
業
報
告
に
つ
い
て

◆
商
業
委
員
会

11
月
15
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～

・
小
諸
市
内
の
現
状
に
つ
い
て

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

◆
経
済
環
境
委
員
会

11
月
20
日
（
火
）
正
午
～

・
講
演
会　

テ
ー
マ
「
働
き
方
改
革
」

　

に
つ
い
て

・
視
察
研
修
報
告
に
つ
い
て

・
各
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

◆
農
商
工
連
携
特
別
委
員
会

11
月
29
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分
～

・
講
演
会　

テ
ー
マ
「
農
商
工
連
携
」　

　

に
つ
い
て

委員会だより 11 月の議題

▽
内
閣
総
理
大
臣
賞

市
川
忠
蔵
（
四
ツ
谷
）

▽
農
水
大
臣
賞

野
口
嘉
与
（
市
）

▽
文
科
大
臣
賞

浅
川
喜
人
（
東
御
市
）

▽
特
選

古
越
直
江
（
御
代
田
町
）

▽
県
知
事
賞

斯
波
隆
夫
（
和
田
）

▽
市
長
賞

飯
島
文
子
（
佐
久
市
）

▽
小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

武
井
安
夫
（
佐
久
市
）

▽
こ
も
ろ
観
光
局
理
事
長
賞

宮
下
長
久
（
立
科
町
）

▽
東
信
秋
香
会
長
賞

永
島
康
男
（
上
田
市
）

▽
東
信
菊
花
展
実
行
委
員
長
賞

土
屋
英
二
（
佐
久
市
）

▽
小
諸
商
店
会
連
合
会
長
賞

土
屋
正
夫
（
御
代
田
町
）

▽
佐
久
浅
間
農
協
組
合
長
賞

柳
澤
康
旦
（
佐
久
市
）

▽
小
諸
市
議
会
議
長
賞

山
口
茂
雄
（
御
代
田
町
）

▽
小
諸
市
教
育
長
賞

大
熊
節
男
（
東
御
市
）

▽
ツ
ル
ヤ
賞

細
野
き
わ
（
上
田
市
）

職業安定協会が親睦ゴルフ

第
53
回
東
信
菊
花
展

　

第
28
回
小
諸
職
業
安
定
協
会
（
塩
川
秀
忠

会
長
）
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
11
月
９
日
、

軽
井
沢
72
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
12
人
が
参
加
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝　
　

塩
川
秀
忠
（
大
栄
製
作
所
）

▽
準
優
勝　

神
宮
貴
志
（
ア
サ
マ
リ
ゾ
ー
ト
）

▽
３
位　
　

矢
野
健
太
郎
（
竹
花
組
）

　

佐
久
法
人
会
小
諸
支
部(

支
部

長　

塩
川
秀
忠)

は
、11
月
４
日
・

５
日
か
ら
２
日
間
、
東
京
・
横
浜

方
面
へ
の
視
察
研
修
旅
行
を
実
施

し
た
。
東
京
で
は
大
型
商
業
施
設

「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ　

Ｓ
Ｉ
Ｘ
」、
10
月

に
開
場
し
た
「
豊
洲
市
場
」
を
回

り
、
翌
日
は
横
須
賀
に
て
「
横
須

賀
軍
港
」、
戦
艦
「
み
か
さ
」
を

視
察
し
た
。

　当所とこもろ観光局、東信秋香会で組織す
る「東信菊花展実行委員会」は 10 月 20 日
から 11 月４日までの 16 日間、「第 53 回東
信菊花展」を懐古園馬場の特設会場で開催し
た。
　今年は気温が高く降水量の変動で、菊の生
育にも影響。作り手たちを悩ませたが、期間
中は見事な大輪を咲かせ訪れる観光客らの目
を楽しませた。
　11 月 27 日には表彰式を開いた。入賞者
は次の皆さん。

▽
長
寿
賞

柏
木
次
男
（
和
田
）

▽
金
賞

堀
内
武
男
（
御
幸
町
）

荒
井
泰
雄
（
上
田
市
）

坂
口
雄
三
（
上
田
市
）

岩
井
信
子
（
芝
生
田
）

工
藤
れ
い
子
（
上
田
市
）

▽
銀
賞

掛
川
ふ
く
志
（
山
浦
）

柳
澤
け
さ
子
（
滋
野
甲
）

佐久法人会小諸支部
東京方面へ視察研修

　こもろスタンプ協同組合（小林
敬志理事長）恒例の「お年玉抽選会」
は、新年１月１日（火）～ 15 日（火）
の期間中、約 50 の加盟店で受け付
ける。
　百円の買い物で１枚発行するス
タンプシールを専用の応募用紙に
20 枚貼り、加盟店に応募する。
　 特 賞 ３ 本（ １ ５ ０ ０ ０ 円 相 当 ）
のほか、１等～３等は加盟店で使
える千～５千円のお買物券が当た
る。
　抽選会は２月上旬を予定。「今か
らスタンプを準備して」と呼び掛
けている。専用の応募用紙は、イ
ベント前に新聞折り込みするほか、
事務局にも置く。
 問 い 合 わ せ は 事 務 局（22・
３３５５）まで。

はっとくシール「お年玉抽選会」
特賞１５０００円相当３本
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千
葉
県
で
１
９
６
９
年
の
創
業
か
ら
約

50
年
が
経
過
し
た
「
株
式
会
社
新
興
ウ
オ

タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
工
業
」
と
い
う
社

員
数
37
人
の
中
小
企
業
は
、創
業
当
時
「
く

み
取
り
屋
」
と
い
う
一
般
廃
棄
物
処
理
の

事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
、

水
洗
化
へ
の
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
浄
化

槽
の
維
持
管
理
や
排
水
管
洗
浄
、
産
業
廃

棄
物
の
収
集
・
運
搬
・
処
分
、
さ
ら
に
は
、

ト
イ
レ
ブ
ー
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

基
幹
事
業
の
浄
化
槽
維
持
管
理
は
、
地

域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
た
め
市
町

村
の
許
認
可
が
必
要
と
い
う
性
格
も
あ

り
、
誠
実
な
経
営
を
し
て
い
る
限
り
大
き

な
変
動
は
な
い
。

　

し
か
し
、
許
認
可
と
い
う
既
得
権
益
に

守
ら
れ
た
業
種
で
あ
る
が
故
に
、
業
界
も

社
員
も
総
じ
て
ぬ
る
ま
湯
に
漬
か
っ
た
よ

う
な
企
業
が
多
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

社
員
の
帰
属
意
識
も
働
き
が
い
の
レ
ベ
ル

も
相
対
的
に
低
い
と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る

実
態
で
あ
る
。

　

業
界
の
経
営
者
の
多
く
は
、
こ
う
し
た

実
態
は
事
業
そ
の
も
の
の
特
殊
性
で
あ

り
、
業
種
柄
、
仕
方
が
な
い
と
考
え
て
い

た
が
、
同
社
の
２
代
目
社
長
の
石
川
勝
氏

は
「
志
し
て
こ
の
業
種
を
選
ん
で
入
社
し

た
社
員
は
一
人
も
い
な
い
、
何
ら
か
の
理

頑張る浄化槽維持管理の『新興ウオターマネージメント工業』
由
で
前
職
を
離
れ
、
覚
悟
を
決
め
て
入
社

し
て
き
て
く
れ
た
社
員
。
社
員
が
こ
の
会

社
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
、
働
き
が
い
や
幸
せ
を
感
じ
て
く

れ
る
会
社
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
…
」
と
考

え
た
。

　

そ
し
て
、
社
長
業
を
務
め
る
一
方
、
都

内
の
夜
間
大
学
院
に
通
学
し
「
人
を
大
切

に
す
る
経
営
」
を
理
論
と
実
務
両
面
で
学

び
自
社
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　

手
厚
い
福
利
厚
生
制
度
の
導
入
や
本
業

を
生
か
し
た
新
分
野
進
出
な
ど
も
そ
の
一

環
で
あ
る
。

　

同
社
の
社
員
満
足
度
の
向
上
施
策
の
一

端
を
紹
介
す
る
と
、
業
界
水
準
以
上
の
給

与
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
員
へ
の
年
賀
、

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
、
お
盆
休
み
の
前
に

は
親
戚
が
集
ま
る
実
家
へ
の
手
土
産
、
毎

年
の
決
算
月
に
は
家
族
へ
の
１
年
間
の
御

礼
の
品
の
贈
呈
、
さ
ら
に
は
、
年
越
し
そ

ば
の
贈
呈
な
ど
、
ま
る
で
社
員
を
家
族
同

然
と
考
え
た
福
利
厚
生
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
近
年
の
同
社

の
社
員
の
転
職
的
離
職
率
は
ゼ
ロ
、
そ
の

働
き
が
い
の
レ
ベ
ル
も
業
界
平
均
を
大
き

く
上
回
り
、
業
界
の
モ
デ
ル
企
業
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
頑
張
る
社
長
や
企
業
の
存
在

を
見
る
と
、
問
題
は
業
種
な
ど
で
は
な
く
、

経
営
者
の
経
営
の
考
え
方
・
進
め
方
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。（
人
を
大
切
に

す
る
経
営
学
会
会
長
・
坂
本
光
司
）

●相 談 日：原則、毎月第１木曜日の 13 時半～ 16 時
●場  　所：小諸商工会議所
●申込方法：サテライト相談室開催日の１週間前までに
　　　　　　申し込みください。
●問合せ先：当所中小企業相談所（電話 22・３３５５)

「長野県よろず支援拠点」のサテライト相談室
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▽
３
日
（
月
）

・
総
務
企
画
委
員
会　
（
正
午
～
）

・
高
ト
レ
推
進
特
別
委
員
会　
（
17
時
半
～
）

▽
４
日
（
火
）

・
決
算
説
明
会　
（
14
時
～
）

▽
５
日
（
水
）

・
建
設
委
員
会　
（
18
時
～
）

▽
６
日
（
木
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

・
機
工
同
友
会　
（
18
時
～
）

▽
10
日
（
月
）

・
経
営
相
談　
（
10
時
～
）

▽
11
日
（
火
）

・
経
済
環
境
委
員
会　
（
17
時
半
～
）

・
商
業
委
員
会　
（
18
時
半
～
）

▽
12
日
（
水
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会
理
事
会
（
18
時
～
）

▽
13
日
（
木
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

・
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会　
（
18
時
～
）

▽
17
日
（
月
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
20
日
（
木
）

・
整
備
振
興
会　
（
18
時
～
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

月12

　
「
夜
の
小
諸
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
容
易
に
ハ
シ
ゴ
が
で
き
る
こ
と
」。
数

年
前
、
佐
久
市
の
友
人
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
か
つ
て
「
飲
食
店
の
空

き
店
舗
は
す
ぐ
に
埋
ま
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
佐
久
市
の
繁
華
街
が
、
こ
の
当
時

は
既
に
埋
ま
ら
な
い
状
況
に
な
り
か
け
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、「
小
諸
の
店
は

種
類
も
多
く
味
も
個
性
的
」
と
再
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

今
年
、
い
く
つ
も
の
飲
食
店
が
暖
簾
を
下
し
た
。
と
ん
か
つ
の
草
分
け
的
存
在

だ
っ
た
店
の
閉
店
前
に
は
、
佐
久
市
や
上
田
市
か
ら
も
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
思
い

出
の
味
を
偲
ん
で
い
た
。
若
手
経
営
者
が
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
創
業
し
た
店

の
中
に
は
、
売
上
を
は
じ
め
人
手
不
足
の
現
実
が
待
っ
て
い
た
。「
こ
れ
か
ら
」

の
店
も
多
く
、
残
念
で
仕
方
な
い
。

　

今
年
も
、
起
業
を
目
指
す
人
た
ち
を
養
成
す
る
「
創
業
塾
」
を
開
催
し
、
16
人

の
若
者
が
、
必
死
に
な
っ
て
学
び
を
積
ん
だ
。
本
人
の
み
な
ら
ず
、
小
諸
の
市
民

に
対
し
て
も
希
望
を
持
た
せ
る
起
業
を
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
だ
。

鴨川 知征 さん（45）

料
理
で
小
諸
を
表
現
し
た
い

　私は神奈川県出身。東京のイタリアンレストラ
ンで働いていた私が小諸を初めて訪れたのは５年
前の春で、野外イベントのサービススタッフの依
頼を受けたのがきっかけでした。和食料理人で「弁
慶橋せき」店主の関さんと出会い、意気投合して
ケータリング料理ユニット「浅間兄弟」を立ち上
げました。その後口コミで広がり依頼も多くなり
ましたが、ここで出会った農家との出会いが、私
の運命を変えました。東京にはない可能性を感じ
る中で、「料理で小諸を表現したい」と決意。２
年前の春に小諸市の「地域おこし協力隊」に採用
され小諸市に移住したのです。
　「小諸」の美味しさは、採れたての野菜に凝縮
されています。物流がどんなに発達しようとも、
これは普遍的な味わいがあります。
　来年３月で「地域おこし協力隊」の任期が終わ
りますが、私は小諸に根を張るために自宅を購入。
そして、レストランの開店準備に入りました。店
は、本町の理容店跡を活用する予定です。ここを
拠点に地元農家の美味しい食材を使った料理と、
人の交流が生まれる場を提供していこうと思いま
す。食の主役は生産者。その食材を料理で美味し
く表現して、一緒になってミシュランガイドの星
をとるレストランに育て上げていくことが、現在
の私の夢です。

みんなの夢ＡＷＡＲＤ in 小諸
 準グランプリ受賞
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Ｔ
Ａ
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に
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良
か
っ
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と
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く
れ
る
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う
な
、
働
き
が
い
や
幸
せ
を
感
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て
く

れ
る
会
社
を
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ら
な
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ば
…
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考
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。

　

そ
し
て
、
社
長
業
を
務
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る
一
方
、
都

内
の
夜
間
大
学
院
に
通
学
し
「
人
を
大
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に
す
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経
営
」
を
理
論
と
実
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両
面
で
学

び
自
社
の
改
革
に
取
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組
ん
で
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た
。

　

手
厚
い
福
利
厚
生
制
度
の
導
入
や
本
業

を
生
か
し
た
新
分
野
進
出
な
ど
も
そ
の
一

環
で
あ
る
。

　

同
社
の
社
員
満
足
度
の
向
上
施
策
の
一

端
を
紹
介
す
る
と
、
業
界
水
準
以
上
の
給

与
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
員
へ
の
年
賀
、

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
、
お
盆
休
み
の
前
に

は
親
戚
が
集
ま
る
実
家
へ
の
手
土
産
、
毎

年
の
決
算
月
に
は
家
族
へ
の
１
年
間
の
御

礼
の
品
の
贈
呈
、
さ
ら
に
は
、
年
越
し
そ

ば
の
贈
呈
な
ど
、
ま
る
で
社
員
を
家
族
同

然
と
考
え
た
福
利
厚
生
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
近
年
の
同
社

の
社
員
の
転
職
的
離
職
率
は
ゼ
ロ
、
そ
の

働
き
が
い
の
レ
ベ
ル
も
業
界
平
均
を
大
き

く
上
回
り
、
業
界
の
モ
デ
ル
企
業
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
頑
張
る
社
長
や
企
業
の
存
在

を
見
る
と
、
問
題
は
業
種
な
ど
で
は
な
く
、

経
営
者
の
経
営
の
考
え
方
・
進
め
方
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。（
人
を
大
切
に

す
る
経
営
学
会
会
長
・
坂
本
光
司
）

　 今 年 10 月 １ か ら 時 間 額 が
８２１円（26 円アップ）に変更
になりました。
　長野県最低賃金は、長野県内の
事業場で働くすべての労働者に適
用されます。
※産業別によりそれぞれの特定最
低賃金が適用されます。

長野県の最低賃金
８２１円です
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も
目
を
向
け
て
、
こ
れ
を
使
っ
た
新
た
な

商
品
を
生
み
出
そ
う
と
動
き
出
し
た
。
そ

の
取
り
掛
か
り
と
し
て
企
画
し
た
の
が

「
創
作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」。
広
く
市
民
か

ら
ア
イ
デ
ア
料
理
を
募
っ
た
結
果
、
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
の
は
惣
菜
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
料
理
は

日
持
ち
が
し
な
い
も
の
で
、
夏
場
が
収
穫

期
の
白
土
ば
れ
い
し
ょ
を
商
品
化
す
る
た

め
に
は
、
保
存
が
き
く
こ
と
が
鉄
則
で
、

他
の
入
賞
料
理
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
が

冷
製
ス
ー
プ
の
「
ビ
シ
ソ
ワ
ー
ズ
」。
こ
れ

を
、
温
冷
い
ず
れ
で
も
味
わ
え
る
商
品
に

し
よ
う
と
試
作
を
重
ね
、
よ
う
や
く
ス
タ

ッ
フ
全
員
が
納
得
の
い
く
も
の
と
し
て
完

成
し
た
も
の
が
「
御
牧
ケ
原
ポ
タ
ー
ジ
ュ

ス
ー
プ
」
の
原
型
に
な
っ
た
。
平
成
15
年

の
こ
と
だ
。

　

毎
年
７
～
８
月
に
収
穫
さ
れ
た
新
じ
ゃ

が
だ
け
を
使
い
、
素
材
の
持
つ
粘
度
、
甘

味
、
白
さ
を
生
か
し
て
、
風
味
豊
か
に
仕

上
げ
た
逸
品
。
ス
ー
プ
は
そ
の
後
、
味
の

改
良
を
積
み
重
ね
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
取
扱
店
は
45
店
で
、
市
外
に
も
広
が

り
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
見
た
目
は
小
さ

な
レ
ト
ル
ト
袋
だ
が
、
こ
の
中
に
詰
ま
っ

た
関
係
者
の
思
い
と
、
白
土
ば
れ
い
し
ょ

の
味
わ
い
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

お
中
元
や
お
歳
暮
の
「
顔
」
に
な

っ
て
い
る
「
御
牧
ケ
原
ポ
タ
ー
ジ
ュ

ス
ー
プ
」。
信
州
小
諸
を
代
表
す
る
特

産
物
加
工
品
と
し
て
定
着
し
て
き
た

が
、
今
月
号
で
は
開
発
ま
で
の
経
過

や
味
の
秘
密
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
。

　

平
成
14
年
、
当
所
は
「
小
諸
市
Ｔ

Ｍ
Ｏ（
ま
ち
づ
く
り
機
関
）の
中
に「
特

産
品
開
発
部
会
」
を
設
置
。
こ
こ
で

注
目
し
た
の
が
「
幻
の
味
」
と
し
て

知
る
人
ぞ
知
る
存
在
だ
っ
た
白
土
ば

れ
い
し
ょ
だ
。

　

原
料
と
な
る
品
種
は
男
爵
い
も
だ

が
、
準
高
冷
地
で
年
間
雨
量
が
少
な

く
、
有
機
質
を
多
く
含
ん
だ
重
粘
土

質
の
土
壌
で
育
つ
こ
と
に
よ
り
、
強

い
粘
り
と
甘
味
を
持
つ
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
味
の
決
め
手
と
さ
れ
る
デ
ン
プ

ン
が
、
通
常
よ
り
４
％
以
上
多
い
15

％
も
含
ま
れ
て
お
り
、
茹
で
る
と
肌

が
白
く
て
粉
が
よ
く
ふ
き
、
ホ
ク
ホ

ク
と
し
た
食
感
が
あ
る
の
が
特
徴
だ
。

　

販
路
拡
大
や
生
産
農
家
の
拡
大
に

「
御
牧
ケ
原
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
」

創作料理コンテストからヒント

【取り扱い加盟店】


